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令和６年第７回９月定例会

令和6年第7回定例会が9月8日から15日まで開催され、村から上程された20議案が審議され、全
会一致で可決しました。

令和6年度一般会計補正予算(第5号・第6号)

補正予算1億1,089万円が追加され、総額27億1,315万円に

■ 主な歳出

〇総務費 ２９６万円

〇民生費 ７７万円

〇衛生費 ３７９万円
〇農林水産業費 ２，５６０万円

〇商工費 ７７５万円

〇土木費 ４００万円

〇消防費 ４４万円
〇教育費 ２２４万円

〇災害復旧費 ６００万円

〇諸支出金 ２，１９７万円

〇予備費 ３，５３７万円

■ 主な歳入

〇村税 ３，８５２万円

〇地方特例交付金 ４３９万円

〇使用料及び手数料 ３３５万円
〇国庫補助金 ２３１万円

〇県支出金 １，６０７万円

〇財産収入 １，０６８万円

〇繰入金 ５６０万円
〇繰越金 ２，２５５万円

〇村債 ７４２万円

令和6年度各特別会計補正予算

会 計 名 補 正 額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

国民健康保険特別
会計（第3号）

５０６万円 ２億２，３５７万円 前年度繰越金の確定や滞納繰越額の確定

後期高齢者医療特
別会計（第1号）

４３万円 ３，２７３万円
前年度繰越金の確定や被保険者保険料精

算負担金の確定

簡易水道事業特別
会計（第1号）

２８０万円 ４，７９４万円 前年度繰越金の確定や滞納繰越額の確定

診療所特別会計
（第1号）

２３５万円 ６，２２５万円 前年度繰越金の確定

介護保険特別
会計（第1号）

１，５３７万円 ２億８，８５７万円
前年度繰越金の確定や精算に伴う償還金の

確定

（＊万円以下は、調整）

（＊万円以下は、調整）



9月定例会（主な議決事項）

堆肥製造施設改修工事及び堆肥運搬車購入

2,150万円

産山村林業振興推進事業補助金

400万円

森林環境譲与税交付金を活用し、担い手・人材の確

保や適正な森林経営及び施業の推進のため、林業従事

者の安心・安全な就業環境の整備を目的に補助。

産山学園制服援助費

224万円

産山学園後期課程において保護者の経済的負担軽減

を図ることを目的として制服を援助。（カッターシャ

ツは除く） （全額 一般財源）

乳製品加工施設空調整備改修工事

700万円

その他主な議案

〇報告第4号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告について

要旨 株式会社うぶやまの令和5年度決算の報告。（詳細については、広報うぶやま10月号に掲載）

〇報告第5号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告について

要旨 株式会社うぶやまの令和6年度第1四半期の報告。

〇議案第49号 産山村空家等対策の推進に関する条例の制定について

要旨 空家が年々増加しており、防災・防犯・環境・景観等を阻害するなど多岐にわたる問題が生じる恐れがあるた

め、条例を制定し「産山村空家等対策計画」を策定後に具体的な対策を講じるもの。

〇議案第50号 産山村高校生等がんばれ助成金条例の一部を改正する条例について

要旨 物価高騰により現在助成している月額7,000円を10,000円に増額するもの。

〇議案第51号 産山村国民健康保険条例の一部を改正する条例について

要旨 国民健康保険証が令和6年12月2日以降交付が終了することに伴い、条例を改正するもの。

〇議案第52号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

要旨 後期高齢者保険証が令和6年12月2日以降交付が終了することに伴い、熊本県後期高齢者医療広域連合規約を改

正するもの。
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乳製品加工施設の空調設備の老朽化による改修工事。

（全額 観光特別基金繰入）

産山村堆肥製造施設の屋根の老朽化に伴う改修

及び機械庫の整備、堆肥運搬車を購入。

（国50％以内、残額 地方債）

九州産直市場に指定管理されている乳

製品加工施設

屋根の老朽化により雨漏りする産山

村堆肥製造施設

産
山
学
園
で
令
和
７
年
４

月
か
ら
採
用
さ
れ
る
制
服
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9 月 定 例 会 質 疑 応 答

令和６年度一般会計正予算から

【
問
】

情
報
通
信
環
境
整
備
対
策
事
業
の

無
線
基
地
局
は
、
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

ま
た
、
リ
ー
ス
が
終
わ
れ
ば
、
機
器
は

返
却
す
る
の
か
。

【
問
】

住
宅
使
用
料
滞
納
者
の
保
証
人
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
催
促
を
求
め
る
よ
う
昨
年

協
議
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

【
問
】

林
地
調
査
用
ド
ロ
ー
ン
１
機
と
災
害
用
ド

ロ
ー
ン
２
機
の
金
額
が
異
な
る
理
由
を
尋
ね
る
。

【
問
】

ド
ロ
ー
ン
操
縦
免
許
の
取
得
状
況
は
。

【
問
】

公
民
館
費
に
つ
い
て
、
52
万
円
を
増
額
補
正

し
、
不
用
額
が
82
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
増
額
補
正

の
必
要
性
は
あ
っ
た
の
か
。

令和５年度一般会計決算認定から

【
答
】

公
民
館
費
の
需
用
費
に
つ
い
て
は
、
消
耗
品

を
節
約
し
、
不
用
額
が
発
生
し
た
。

ま
た
、
施
設
の
修
繕
費
に
つ
い
て
は
、
見
積
を
取

っ
て
補
正
し
た
が
、
余
剰
金
を
見
込
ん
で
減
額
補
正

を
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

【
答
】

こ
の
事
業
は
う
ぶ
や
ま
未
来
ラ
ボ
に
委
託

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
特
使
は
90
名
程
度
で
、
特
使
に
は
名
刺

を
１
０
０
枚
ず
つ
配
布
し
、
名
刺
を
も
ら
っ
た
方

が
村
で
買
い
物
や
宿
泊
を
す
れ
ば
、
割
引
が
受
け

ら
れ
る
事
業
で
あ
る
。

現
在
１
５
０
件
の
利
用
が
あ
り
、
年
齢
層
な
ど

の
分
析
を
行
い
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
す
る
。

ま
た
、
特
使
に
は
村
内
情
報
な
ど
を
毎
月
１
回

送
付
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
特
使
委
託
料
の
成
果
報
告
書
は
あ
る

が
、
成
果
を
よ
り
詳
し
く
報
告
す
る
よ
う
今
後
う

ぶ
や
ま
未
来
ラ
ボ
と
協
議
し
て
い
く
。

【
答
】

ヒ
ゴ
タ
イ
公
園
キ
ャ
ン
プ
村
の
ロ

ッ
ジ
の
屋
根
等
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
。

リ
ー
ス
後
は
、
無
償
で
村
に
譲
渡
さ
れ
る
。

【
答
】

令
和
３
年
度
ま
で
に
保
証
人
の
チ

ェ
ッ
ク
は
完
了
。

42
名
の
保
証
人
か
ら
誓
約
書
を
も
ら
い

直
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
残
り
が
９
名
と

い
う
状
況
で
あ
る
が
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
村
外
か
ら
の
転
入
者
の
た
め
、
苦

慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
答
】

林
地
調
査
用
ド
ロ
ー
ン
は
、
林
地
を
飛
行

す
る
た
め
に
障
害
物
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
り
、

高
性
能
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
購
入

し
て
い
る
。

大
き
さ
も
林
地
用
が
８
９
５
ｇ
、
災
害
用
が
２

４
９
ｇ
と
寸
法
も
違
い
、
飛
行
時
間
や
搭
載
す
る

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
も
林

地
用
の
方
が
高
性
能
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】

産
山
ふ
る
さ
と
特
使
制
度
支
援
事
業
の
特

使
は
現
在
何
名
か
。
ま
た
、
特
使
に
委
任
状
を
渡

し
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

現在、携帯電話やインターネット

等の通信環境が不安定なヒゴタイ公

園キャンプ村ロッジ

災害調査や林地の状況調査の

ために購入されたドローン

【
答
】

無
人
航
空
機
操
縦
士
技
能
認
定
に
、
４
名

が
登
録
し
て
い
る
。

な
お
、
本
格
的
な
練
習
は
し
て
い
な
い
の
で
、

定
期
的
に
練
習
を
行
わ
せ
る

産山ふるさと特使に配

布される名刺
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令和5年の決算で一般会計については、歳入総額で2,360,745,464円、歳出総額2,282,541,991円で歳入

歳出差引額78,203,473円で、実質収支額も42,553,473円の黒字となっており、本村の財政収支は健全な

状態にあるといえる。

一般会計歳入における村税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入の収入未済額は48,323,

320円で、前年42,324,512円に比べ5,998,808円の増額となっており、原因として、村税1,596,496円、分

担金及び負担金309,000円、使用料及び手数料650,590円、財産収入3,442,722円とそれぞれ増額となって

いるため、今後も分納計画を立てるなどして徴収に努力していただき、収納されている方との不公平感

がなくなるよう、取り組んでいただきたい。

次に基金の状況であるが、昨年に比べ基金総額で対前年比105.9％総額1,395,045,869円の増となった。

その主な要因として、財政調整基金57,096,426円、減債基金3,738,122円、ふるさと寄付金基金1,231,30

1円、産山村災害対策基金1,999,135円、産山村熊本地震復興基金10,331,959円、森林環境譲与税基金2,3

36,572円が主に増額となっており、財政調整基金については、昨年に引き続き増加傾向にあり、補助金

等の活用により自主財源を抑えた結果、増額になったと考えられる。

地方債年度末残高の推移では、増加が続いている。今後も収支バランスを考えた交付税算入と処理す

る資金の借入を考慮し、取り組んでいただきたい。また、一般単独事業債や公営住宅建設事業債につい

ては、全額償還となるため、事業の計画にあたっては、補助事業を活用するなど、起債の圧縮に努めて

いただきたい。

最後に、本村の財政状況は、健全な財政運営が行われていると言えるが、物価高騰によるコストの増

加など、依然として厳しい状況下にある。また、役場の体制については業務の多様化や複雑化により職

員を取り巻く情勢は、大変厳しい状況となっており、公務員のなり手不足が懸案事項となっている。

本村においても職員の不足により職員の配置転換の鈍化が見られ、職員一人の業務量や責務が過大とな

っており、職員の孤立化が予想され、何らかの方策を講ずるべきと考える。

こうした中、村財政においては公の施設の老朽化が続き、施設改修のための新たな起債借入や、行政

需要に応じた人材確保などが財政の圧迫要因となってくる。限られた財源の中で様々な行政課題に取り

組むためには、創意工夫、事務事業の精査と見直し等により効果的かつ効率的な行財政運営が望まれる。

令和６年８月３０日 代表監査委員 中村 祐介

議選監査委員 渡辺 裕文

*令和5年度の決算書の詳細については、「広報うぶやま10月号」に掲載

令和5年度決算に伴う監査員からの報告抜粋

令和6年8回臨時会

令和6年第8回臨時会が10月9日に開催され、予算議案1議案を審議し、全会一致で可決しました。

令和6年度一般会計補正予算(第7号)

補正予算285万円が追加され、総額27億1,600万円に

○企画費 うぶちゃんグッズの制作費 80万円 ○衆議院選挙経費 286万円

令和6年9回臨時会

令和6年第9回臨時会が10月17日に開催され、予算議案2議案を審議し、全会一致で可決しました。

令和6年度一般会計補正予算(第7号)

○簡易水道事業繰出金 330万円 ○大利団地火災に伴う補正 330万円

令和6年度簡易水道事業特別会計補正予算(第2号)

補正予算660万円が追加され、総額27億2,250万円に

補正予算660万円が追加され、総額5,454万円に

○上田尻旧導水管試掘、調査、測量・設計に伴う補正 660万円



【
議
員
】
14
年
前
に
誕
生
し
た
「
う
ぶ

ち
ゃ
ん
」
に
つ
い
て
、
機
能
性
の
あ

る
二
代
目
の
着
ぐ
る
み
を
検
討
し
て

は
。

【
議
員
】
年
度
内
に
何
と
か
予
算
を
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
員
】
米
の
保
冷
庫
に
つ
い
て
、
産
山
村
の

農
協
倉
庫
の
冷
蔵
施
設
は
故
障
で
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
農
家
の
方
と
非
農
家
が
共
同

で
利
用
す
る
冷
蔵
庫
を
買
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
対
す
る
補
助
金
を
出
し
て
は
。
そ
う

す
れ
ば
、
村
内
の
家
庭
で
安
心
安
全
な
お
い

し
い
米
が
食
べ
ら
れ
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
議
員
】
学
校
給
食
の
お
米
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

【
議
員
】
な
る
べ
く
村
内
の
米
は
村
内
で
消
費

す
る
と
い
う
形
で
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
村
長
】
年
度
内
に
は
検
討
す
る
。

【
村
長
】
１
年
半
前
に
、
農
協
の
方
針
で
が
阿

蘇
市
で
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に

村
も
協
議
し
た
経
緯
が
あ
る
。
当
時
は
、
助

成
等
は
考
え
て
な
か
っ
た
。

個
人
の
備
蓄
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
内
部
で
検
討
し
た
い
。

井 芳美

議員
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■
村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

■
米
の
保
冷
庫
の
助
成
に
つ
い
て

機能性のある着ぐるみを作成しては。Ｑ

年度内に検討する。Ａ

米の保冷庫助成を検討しては。Ｑ

現時点では考えていない。今後検討する。Ａ

村の施設について不用品の整理をするべきでは。

年度内に整理する

Ｑ

Ａ

【
議
員
】
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
花

の
温
泉
館
、
緑
地
等
管
理
中
央
セ
ン

タ
ー
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
の
横
に

あ
る
倉
庫
に
は
、
何
年
も
前
か
ら
役

場
の
品
物
が
乱
雑
に
置
か
れ
て
い
る
。

環
境
衛
生
上
も
悪
い
の
で
、
処
理

を
し
て
は
。

【
村
長
】
村
に
は
色
々
な
施
設
が
あ
り

そ
こ
に
は
不
用
品
が
ま
だ
置
き
去
り

に
な
っ
て
い
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

で
き
る
だ
け
年
内
に
整
理
す
る
。

【
政
策
統
括
審
議
監
】
各
施
設
に
保
管

さ
れ
て
い
る
不
要
物
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
有
効
活
用
が
可
能
な
も
の
、

ま
た
売
払
い
が
可
能
な
も
の
、
更
に

は
売
払
い
が
困
難
な
も
の
で
あ
っ
て

も
、
村
内
の
方
が
利
用
い
た
だ
け
る

も
の
、
対
応
が
全
く
で
き
ず
に
、
産

業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
せ
ざ
る
を
得

な
い
も
の
に
区
分
し
、
保
有
財
産
の

有
効
活
用
化
ま
た
は
コ
ス
ト
面
を
考

慮
し
て
、
年
内
を
め
ど
に
処
分
手
続

を
進
め
る
。

■
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

【
教
育
長
】
学
校
で
は
、
米
飯
給
食
で
ひ
と
月

に
１
２
０
キ
ロ
を
２
回
に
分
け
て
う
ぶ
マ
ー

ト
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
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【
議
員
】
産
山
村
就
農
研
修
施
設
は
、
平
成
21
年

に
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
施
設
野
菜
の
振
興
や

新
規
就
農
者
の
受
入
れ
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域

の
定
住
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
修

生
の
数
、
定
住
に
つ
な
が
っ
た
人
数
、
そ
の
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

【
議
員
】
研
修
さ
れ
た
方
々
が
、
村
内
に
定
住
さ

れ
、
村
の
施
設
野
菜
生
産
の
一
翼
を
担
っ
て
お

り
、
就
農
研
修
事
業
は
良
い
成
果
を
上
げ
て
い

る
と
思
う
。
本
事
業
は
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
産
山
村
就
農
研
修
施

設
の
募
集
記
事
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
直
近
の

方
が
研
修
終
了
さ
れ
て
約
3
年
経
つ
が
そ
の
後

問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た
か
。

【
議
員
】
住
宅
、
作
業
棟
、
機
械
器
具
、
10
棟
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
全
て
に
お
い
て
、
管
理
不
足

も
甚
だ
し
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
状
態
で

あ
る
。

現
状
に
至
っ
た
原
因
は
ど
う
い
う
も
の
か
伺

う
。

【
議
員
】
機
械
庫
の
中
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
、
動

噴
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
は
、
見
当
た
ら
な
い
が
。

【
議
員
】
そ
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
、
整
備
不
足

で
ち
ょ
っ
と
雑
に
扱
い
す
ぎ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
村
民
の
意
見
も
聞
く
。

そ
の
こ
と
も
含
め
て
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

鈴木 健士

議員

【
村
長
】
施
設
で
研
修
を
積
み
、
８
組
24
名
の
方
々

が
移
住
し
て
、
一
定
の
成
果
は
得
ら
れ
て
い
る
。

■
産
山
村
就
農
研
修
施
設
に
つ
い
て

就農研修施設の管理ができていない。Ｑ

施設の維持管理を年内に行う。Ａ

今
後
ど
の
よ
う
な
管
理
計
画
の
下
に
研
修
施
設

等
を
整
備
す
る
の
か
、
ま
た
、
本
事
業
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
、
方
向
性
を
伺
う
。

【
議
員
】
今
後
の
事
業
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
理
解
で

き
る
が
、
現
況
、
（
ぶ
う
せ
ん
）
に
な
っ
て
い
る
ハ

ウ
ス
で
は
何
も
で
き
な
い
。
今
す
ぐ
に
で
も
整
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
員
】
せ
っ
か
く
実
績
の
あ
る
就
農
に
よ
る
定
住
化

を
目
的
と
し
た
施
設
な
の
で
、
そ
れ
相
応
な
環
境
と

体
制
の
維
持
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
年
間
約
５
件
前
後
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
が
訪
れ
た
人
は
い
な
い
。
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
令
和
３
年
度
以
降
は

研
修
希
望
者
が
お
ら
ず
、
有
効
利
用
の
観
点

か
ら
、
ハ
ウ
ス
の
一
部
を
ゴ
ル
フ
場
に
一
部

貸
し
出
し
て
い
る
。
研
修
用
住
宅
２
棟
も
臨

時
的
に
一
般
入
居
を
許
可
し
て
利
用
し
て
い

る
。
機
械
庫
及
び
作
業
棟
に
つ
い
て
は
未
利

用
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
周
り
、
機
械
庫
、
ハ
ウ
ス
に
関
し
て

は
、
研
修
生
が
い
な
く
な
っ
て
以
降
十
分
な

維
持
管
理
が
で
き
て
い
な
い
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
事
業
実
施
目
的
に
沿
っ
た

新
規
就
農
者
の
募
集
及
び
受
入
れ
を
継
続
す
る
が
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
や
り
方
で
は
研
修
希
望
者
は

見
込
め
な
い
状
況
に
あ
る
。
村
内
農
業
者
か
ら
利

用
申
入
れ
が
数
件
寄
せ
ら
れ
て
い
て
、
施
設
の
有

効
的
な
利
用
及
び
適
正
な
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
、

複
数
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
現
在
、
役
場
に
引
き

上
げ
、
管
理
し
な
が
ら
、
経
済
建
設
課
で
使

用
し
て
い
る
。

管理がされておらず雑草に覆われ

た就農研修用ビニールハウス

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
年
内
に
は
行
な
う
。

（
ぶ
う
せ
ん
）
と
は

竹
田
市
、
豊
後
大
野
市
、
阿
蘇
地
方
の
方
言

で
手
入
れ
が
間
に
合
わ
な
い
田
畑
な
ど
が
草

ぼ
う
ぼ
う
に
な
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
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【
企
画
振
興
課
長
】
令
和
３
年
度
は
２
団
体
で
、

生
涯
教
育
を
通
し
た
世
代
間
交
流
地
域
活
性

化
活
動
と
、
地
区
村
道
の
脇
道
の
整
備
及
び

環
境
保
全
活
動
、
令
和
４
年
度
は
２
団
体
で
、

サ
ウ
ナ
を
活
用
し
た
地
域
交
流
活
性
化
事
業

と
、
牧
野
の
展
望
所
の
設
置
事
業
、
令
和
５

年
度
は
２
団
体
で
、
地
区
の
美
化
活
動
と
、

産
山
に
訪
れ
た
方
へ
の
来
訪
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
な
っ
て
い
る
。

【
企
画
振
興
課
長
】
①
社
会
性
の
高
い
公
益
活
動

で
あ
る
こ
と
。

②
事
業
計
画
及
び
予
算
に
客
観
性
及
び
現
実
性

が
あ
る
こ
と
。

③
事
業
計
画
の
手
段
に
社
会
的
相
当
性
が
あ
り

効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
の
３
点
を
審
査
選
考

基
準
と
し
て
い
る
。

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
確
認
・
検
証
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

【
議
員
】
事
業
後
の
検
証
は
必
要
と
考
え
る
。

こ
の
交
付
金
は
地
域
お
こ
し
や
地
域
活
性
化

の
た
め
に
は
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
よ
り
効

果
の
あ
る
交
付
金
と
な
る
よ
う
検
討
を
お
願

い
す
る
。

【
議
員
】
協
力
隊
員
の
募
集
方
法
は
。

【
議
員
】
産
山
ふ
る
さ
と
特
使
制
度
な
ど
も
活
用
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
地
域
で
輝
く
、
地
域
に
刺

激
を
与
え
る
採
用
を
行
い
、
定
住
定
着
が
図
れ
る

よ
う
、
積
極
的
に
取
組
を
強
化
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
村
は
住
宅
不
足
の
問
題
が
あ
り
、
産
山

に
住
み
た
い
が
住
む
家
が
な
い
と
い
う
声
が
聞
か

れ
て
お
り
、
喫
緊
の
問
題
だ
。
空
き
家
や
村
営
住

宅
の
現
状
、
今
後
の
村
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て
伺

う
。

【
議
員
】
住
宅
施
策
は
、
地
域
産
業
振
興
に
と
っ
て

重
要
で
あ
り
、
産
山
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
住

宅
が
な
け
れ
ば
難
し
い
。
就
業
や
起
業
支
援
、
子

育
て
支
援
、
山
村
留
学
、
住
宅
問
題
を
含
め
、
移

住
定
住
促
進
対
策
に
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

井 春夫

議員

【
議
員
】
こ
の
交
付
金
は
、
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
協
業
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
活
動

に
対
し
て
支
援
を
す
る
制
度
で
、
平
成
23
年

に
要
綱
が
施
行
さ
れ
た
が
、
過
去
３
年
間
の

交
付
実
績
と
主
な
事
業
内
容
は
。

【
企
画
振
興
課
長
】
事
業
完
了
後
に
実
績
報
告

書
・
収
支
決
算
書
な
ど
す
べ
て
の
提
出
書
類

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
申
請
時
の
事
業
計
画
書
と

比
較
し
把
握
し
て
お
り
、
事
業
後
の
確
認
は

し
て
い
な
い
。

■
産
山
村
む
ら
づ
く
り
支
援
交
付
金

■
移
住
定
住
促
進

【
村
長
】
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
定

住
定
着
を
図
る
こ
と
は
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

に
も
資
す
る
有
効
策
と
考
え
て
い
る
。

協
力
隊
員
の
、
行
政
ニ
ー
ズ
と
地
域
ニ
ー
ズ
に

幅
を
広
げ
た
採
用
を
考
え
て
い
る
が
、
う
ま
く
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

【
企
画
振
興
課
長
】
広
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お

い
て
、
職
種
を
指
定
し
て
募
集
し
て
い
る
。

事業後の確認や効果を検証すべきでは。Ｑ

実績報告・収支等を確認、検証は行っていない。Ａ

移住定住促進のため村の住宅不足の解消を。

ニーズに沿った整備を検討する。Ａ

【
議
員
】
交
付
決
定
の
審
査
基
準
及
び
そ
の
審

査
方
法
は
。

【
議
員
】
交
付
金
の
有
効
的
活
用
の
た
め
、
事

業
実
施
後
の
確
認
や
効
果
を
検
証
す
べ
き
と

【
政
策
統
括
審
議
監
】
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
や
空
き
家
活
用
の
助
成
措
置
な

ど
を
具
体
的
に
進
め
、
村
営
住
宅
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
は
早
急
に
改
善
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
整
備
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

【
議
員
】
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
の
採
用

や
活
動
の
方
向
性
は
。

Ｑ

むらづくり交付金を活用し、扇田展

望所に整備された階段



渡辺 裕文

議員【
村
長
】
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
産
山
村

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
は
地
域
社
会
全
体

で
、
認
知
症
の
方
と
、
そ
の
家
族
の
思
い
を
理
解

し
合
え
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
。

村
で
は
、
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
、
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル

パ
ー
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等
を
実
施

し
て
い
る
。
国
が
示
す
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計

画
に
沿
っ
て
、
村
も
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は
重

要
な
取
組
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
議
員
】
将
来
、
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
認
知
症
の
人
の
尊

厳
を
保
持
し
つ
つ
、
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
認
知
症
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
定

め
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責
任
を
明
確
に
し
、

認
知
症
対
策
の
計
画
を
立
て
、
認
知
症
を
含
め
た

国
民
一
人
一
人
が
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
支

え
合
い
共
生
す
る
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
の
推
進

の
た
め
、
認
知
症
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
令
和
６

年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
。
村
は
、
こ
の
法
律
に
基

づ
き
、
ど
う
す
る
の
か
尋
ね
る
。

■
認
知
症
基
本
法
に
つ
い
て

【
健
康
福
祉
課
長
】
村
は
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
こ
れ
に
定

め
る
内
容
と
重
複
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を

一
体
の
も
の
と
し
て
策
定
し
て
も
差
し
支
え

な
い
と
示
さ
れ
て
お
り
、
県
と
も
協
議
を
行

い
つ
つ
、
策
定
に
向
け
て
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

【
健
康
福
祉
課
長
】
毎
月
、
地
域
ケ
ア
会
議
を

開
い
て
お
り
、
福
祉
施
設
と
か
社
会
福
祉
協

議
会
、
民
生
委
員
の
方
々
か
ら
情
報
が
あ
れ

ば
、
そ
こ
の
会
議
で
話
を
す
る
こ
と
は
今
も

や
っ
て
い
る
。

今
後
の
基
本
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

同
意
と
か
守
秘
義
務
も
あ
り
、
人
権
を
配
慮

し
た
形
で
意
見
を
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
健
康
福
祉
課
長
】
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
直

接
市
町
村
に
関
係
す
る
も
の
は
、
市
町
村
が

中
心
と
な
り
事
実
確
認
を
し
て
、
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
県
に
報
告
す
る
と
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
対
応
は
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
も
あ
り
、
役
場

・
行
政
と
の
関
係
が
難
し
い
方
も
お
ら
れ
る
。

そ
の
と
き
は
、
協
力
者
の
ほ
か
の
機
関
も
一

緒
に
な
っ
て
進
め
る
こ
と
も
あ
り
、
事
案
と

し
て
早
急
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
議
員
】
国
の
推
進
関
係
者
会
議
に
、
認
知
症

本
人
か
家
族
も
入
れ
る
と
い
う
考
え
も
あ
り

認
知
症
と
か
乳
幼
児
と
か
弱
い
立
場
の
人
た

ち
も
、
一
人
一
人
の
基
本
的
人
権
が
あ
り
、

計
画
策
定
も
基
本
的
人
権
を
共
有
す
る
人
権

ベ
ー
ス
の
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
。
認
知
症

の
方
と
か
家
族
の
方
を
含
め
て
作
成
会
議
を

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
議
員
】
人
権
を
保
障
さ
れ
な
が
ら
、
生
活
が

で
き
て
い
く
こ
と
を
望
む
。
村
で
虐
待
と
か

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
か
。

92024（令和6年11月）産山議会だより

産山村における認知症への考え問う。Ｑ

認知症になっても家族や地域で支える計画を策定する。Ａ

【
議
員
】
村
で
も
人
権
学
習
会
を
開
催
し
て
お

り
、
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
認
知
症
の
方

で
も
誰
で
も
住
み
や
す
い
村
に
し
て
い
っ
て

欲
し
い
。



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参 加 者

8月8日 熊本県町村議会議長会理事会（リモート会議） 産山村 議 長

8月15日 二十歳のつどい 産山村 議長・総務文教厚生委員長

8月19日 一般国道442号道路整備促進期成会 竹田市 議 長

8月20日 例月監査 産山村 監査委員

8月21日 熊本阿蘇幹線道路期成会総会 大津町 議 長

8月21日～22日 決算監査 熊本市 監査委員

8月23日 総務文教厚生委員会 産山村 総務文教厚生委員

8月25日 熊本県消防操法大会 八代市 議員７名参加

8月27日
議会運営委員会

熊本県町村正副議長研修会

産山村

熊本市

議会運営委員

議長・副議長

9月5日 金婚夫婦表彰式 産山村 正副議長常任委長

9月6日～13日 第7回定例会 産山村 議員全員

9月6日 第8回全員協議会 産山村 議員全員

9月14日 敬老会 産山村 議員全員

9月26日 例月監査 産山村 議員全員

9月28日 ふるさと産山会 熊本市 議員７名参加

10月4日
熊本県市町村総合事務組合議会

第9回かたらんネ！阿蘇2024
熊本市

議 長

議員全員

10月7日
戦没者追悼式

ヒゴタイ交流歓迎式典
産山村 議員全員

10月9日
熊本県町村議会議員研修会（リモート）

第8回臨時会
産山村 議員全員

10月17日

第9回全員協議会

第9回臨時会

広報特別委員会

産山村

議員全員

議員全員

広報特別委員

10月18日 阿蘇広域行政組合定例会 阿蘇市 広域議員

10月21日 阿蘇市町村議員研修会 阿蘇市 議員全員

10月22日～23日 町村監査委員全国研修会 東京都 監査委員

10月25日 熊本県町村議長会理事会 熊本市 議 長

10月28日 例月監査 産山村 監査委員

10月30日～31日 阿蘇市町村正副議長研修 長崎県 正副議長

編集後記

熊本県町村議会議員研修会

１０月９日に熊本県町村議会議員研修会（リモート）が開催され、大正

大学地域創生学部教授の江藤俊昭氏による「議員のなり手不足の打開の道」

と題して現在の議会が置かれている現状について講演がありました。
リモート研修風景


